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コンサルテーション技法はほとんど知られていない。そのためコンサルティの個人的問題が原因で
コンサルテーションが行き詰ることは少なくない。 













キャプランのコンサルテーションの考えは最も広まり、1970年の著書は1983年まで Journal of School 
Psychology で最も引用された書籍であったが、学校を基盤とするコンサルタントは精神分析の訓練を




























 キャプランはメンタルヘルス・コンサルテーションを 4 つのタイプに分類しており、その一つで
あるコンサルティ中心ケース・コンサルテーションにおいて主題妨害低減法を用いると述べている。
このタイプのコンサルテーションでは、「コンサルタントの主な焦点はコンサルティの職業上の機
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もつ。認知カテゴリー A は最初の未解決の問題の特徴をもった状況（「最初のカテゴリー（initial 
category）」）を意味し、認知カテゴリー B は望ましくない結末（「避けられない結末（inevitable 
outcome）」）を意味する。つまり、この三段論法は「A は全て必ず B をもたらす」という定式をと
G.キャプランのメンタルヘルス・コンサルテーションにおける主題妨害低減法 
―コンサルティの個人的問題に由来する職業的客観性の喪失に対応する介入― 
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 コンサルタントは主題の 2 つのカテゴリーの間のつながりを断ち切ることができ、コンサルティ
の緊張が低くなり共感と職業上の客観性が通常のレベルに戻ったら面接を終わらせる。コンサル
ティが自分でケースに対応するようにし、以前は対処できなかった課題を自分で克服したと体験す
























 第一に、主題妨害低減法と客観性の欠如に関する主題妨害以外の 4 要因との関係が明確でない。
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